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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ソーラーユニット用のカバープレートまたはバッキングプレートとして使用されるガラス
プレートであって、成分量を重量パーセントで表して、下記の成分を含む組成を有するガ
ラスプレート：
ＳｉＯ２　６５～７４％；
Ａｌ２Ｏ３　０～３％；
Ｎａ２Ｏ　１２～１５％；
Ｋ２Ｏ　０～２％；
ＣａＯ　４．８～１１％；
ＭｇＯ　０～２％；
ＳＯ３　０～１％；
Ｆｅ２Ｏ３（全鉄）　＜０．１％；
および下記のうちの一方または両方：
ＳｒＯ　２～１０％；
ＢａＯ　１．５～１０％
ただし、ＳｒＯとＢａＯの総量は、２％より大きく、且つ、前記組成がＢ２Ｏ３を含まな
いことを条件とする。
【請求項２】
請求項１に記載のガラスプレートであって、前記組成中に３～８％、好ましくは４～６％
の量でＳｒＯが存在する、ガラスプレート。
【請求項３】
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請求項１または２に記載のガラスプレートであって、前記組成中に２～８％、好ましくは
３～６％の量でＢａＯが存在する、ガラスプレート。
【請求項４】
前記請求項のいずれか一項に記載のガラスプレートであって、前記組成中に１％以下の量
でＭｇＯが存在する、ガラスプレート。
【請求項５】
前記請求項のいずれか一項に記載のガラスプレートであって、前記組成中のアルカリ土類
金属酸化物成分の総量が、１０～２０％の範囲、好ましくは１１～１８％の範囲、最も好
ましくは１２～１８％の範囲である、ガラスプレート。
【請求項６】
前記請求項のいずれか一項に記載のガラスプレートであって、前記組成が、下記の酸化剤
のうちの１種または複数種を使用して調製された、ガラスプレート：
硝酸ナトリウム、硝酸カリウム、および／またはアンチモン、ヒ素、セリウム、マンガン
、バナジウム、銅、チタンの酸化物。
【請求項７】
前記請求項のいずれか一項に記載のガラスプレートであって、前記ガラス内に存在する第
一鉄Ｆｅ（ＩＩ）の状態の鉄の量は、４０％未満、好ましくは３０または２５％未満、最
も好ましくは１５～２２％である、ガラスプレート。
【請求項８】
前記請求項のいずれか一項に記載のガラスプレートであって、第一鉄Ｆｅ（ＩＩ）の状態
の鉄による吸収バンドの最大値が、１１２０～１５００ｎｍ、好ましくは１１２５～１４
００ｎｍ、最も好ましくは１１３０～１３００ｎｍに位置する、ガラスプレート。
【請求項９】
前記請求項のいずれか一項に記載のガラスプレートであって、０．５ｍｍ～１０ｍｍの厚
さで形成されたガラスプレート。
【請求項１０】
前記請求項のいずれか一項に記載のガラスプレートであって、強化または半強化されてい
るガラスプレート。
【請求項１１】
請求項１０に記載のガラスプレートであって、５０～３５０℃で１００×１０－７℃－１

より大きい熱膨張係数αを有するガラスプレート。
【請求項１２】
請求項１０または１１に記載のガラスプレートであって、３．５ｍｍ以下の厚さ、好まし
くは３ｍｍの厚さで形成されたガラスプレート。
【請求項１３】
成分量を重量パーセントで表して、下記の成分を含む組成を有するソーラーユニット用ガ
ラスプレート：
ＳｉＯ２　６０～７５％；
Ａｌ２Ｏ３　０～５％；
Ｎａ２Ｏ　１０～１８％；
Ｋ２Ｏ　０～５％；
ＣａＯ　４．８～１１％；
ＭｇＯ　０～５％；
ＳＯ３　０～１％；
Ｆｅ２Ｏ３（全鉄）＜０．１５％；
および下記のうちの一方または両方：
ＳｒＯ　０～１５％；
ＢａＯ　０～１５％
ただし、ＳｒＯとＢａＯの総量は、１％より大きいことを条件とする。
【請求項１４】
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請求項１３に記載のソーラーユニット用ガラスプレートであって、強化または半強化され
ており、５０～３５０℃で１００×１０－７℃－１より大きい熱膨張係数αを有するソー
ラーユニット用ガラスプレート。
【請求項１５】
請求項１～１４のいずれか一項に記載のガラスカバープレートを備えるソーラーユニット
。
【請求項１６】
請求項１５に記載のソーラーユニットであって、請求項１～１４のいずれか一項にそれぞ
れ記載されるガラスカバープレートおよびガラスバッキングプレートを備える太陽光発電
ユニットの形態のソーラーユニット。
【請求項１７】
請求項１５または１６に記載のソーラーユニットであって、ガラスカバープレート以外の
点では同一の太陽光発電ユニットに関して従来のガラスカバープレートを使用して達成さ
れるセル効率を少なくとも０．２パーセントポイント、好ましくは０．３パーセントポイ
ント上回るセル効率を有する太陽光発電ユニットの形態のソーラーユニット。
【請求項１８】
太陽光集光に使用されるソーラーミラーであって、請求項１～１４のいずれか一項に記載
の太陽指向のガラスプレートを備えるソーラーミラー。
【請求項１９】
請求項１８に記載のソーラーミラーであって、裏面鏡であるソーラーミラー。
【請求項２０】
太陽光集光に使用されるレンズであって、請求項１～１４のいずれか一項に記載の太陽指
向のガラスプレートを備えるレンズ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
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